
研究概要
　本研究室では、テトラゾリウム系メソイオン
化合物から誘導された有機触媒が、酸素のみを
酸化剤として、ベンジルアルコールといった活
性なアルコールばかりでなく、脂肪族第１級ア
ルコールは触媒的にアルデヒドに、脂肪族第２
級アルコールはケトンに高収率で酸化できるこ
とを見出しました。

背景・従来技術
　酸化反応は基本的で重要な有機反応の１つで
す。終末酸化剤としては空気を利用できればク
リーンになります。空気酸化の触媒はこれまで
に様々に開発されてきましたが、多くは遷移金
属触媒を利用します。近年、有機触媒を利用す
る遷移金属フリーの反応も盛んに報告されては
いるものの、使い捨てとなる助触媒が必要であ
り、反応速度も遅いという問題があります。

特徴
　常圧大気を終末酸化剤とし、廃棄物は水のみ
です。反応に使う有機触媒は１種のみです。ア
ルコールがアルデヒド、ケトンに選択的に酸化
されます。さらに、触媒は一般的なアルコール
など有機溶媒への溶解度が大きく異なるため分
離回収ができます。

実用化イメージ
　アルコールの酸化によるアルデヒド・ケトン
の合成のための触媒としての実用化が期待され
ます。また、より穏和で環境への負荷が少ない
方法の更なる開発によって、アルコールに限ら
ず安全で効率のよい空気酸化反応の開発が期待
できます。
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・サイクリックボルタンメトリー
・液体クロマトグラフ
・ガスクロマトグラフ

利用可能な設備・装置

　当研究室では，種々のメソイオン構造を基盤とした触媒を研究しています。
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